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     福 高 だ よ り 
平成 24年４月 25日 

第 129号 

発行 福知山高校 

今年の春 福高デビュー☆ 
４月１０日（火）に平成２４年度の

入学式が挙行されました。 

―今年度の入学生― 

本校（普通科・文理科学科） 

２４３名 

三和分校（農業科・家政科） 

１９名 

高校生活 はじめの一歩 

今年も桜の季節がやってきまし

た。２６２名の新入生が歴史と伝統

ある福高の入学式に臨み、高校生活

の新たなスタートを切りました。 

―平成２４年３月の卒業生から、未来の福高生へのメッセージ― 

私の高校生活＆受験奮闘記 
先輩’s Voice !! 

オススメします！「みらい学」 

文理科学科には、「みらい学」という授業があります。これは簡単に言うと研究活動です。１年生の間は大学

教授の講義を聴き、研究というものを学びます。そして、２年生では個人やグループでテーマを設定し、研究活

動を行います。研究は難しいものではありません。自分が疑問に思ったこと、興味のあるものを突き詰めるだ

けでいいのです。その方法は人それぞれですが、みんないきいきと取り組んでいます。私は、この「みらい学」

という授業を通して研究の楽しさを知り、大学でも研究活動に取り組みたいと思うようになりました。また、「み

らい学」で身に着けたプレゼンテーション能力が入試本番でも活きました。 

谷沢 駿（福知山市立六人部中学校出身）／名古屋大学教育学部 合格 



これから夢を探すなら 

私は中学生の頃、将来の

進路についてはっきりとしたイ

メージはありませんでした。だ

からこそ、福知山高校に進学

することに決めました。「可能

性を広げたい！」というのが

理由でした。高校在学中に将来進みたい進路が見つ

かったとき、どのような道でも目指すことができるよう

に・・・。私の進路が決まったのは高校３年生の夏でし

たが、中学３年生の自分の選択は間違っていなかった

と確信しました。 

受験は人生の中でもなかなか味わえない経験です。

自分の欲する道のために、ひたすら一生懸命努力を

重ねていくのは、なかなか気持ちの良いものです。皆さ

んが、周りの人たちの支えを心に留め、時折息抜きを

忘れず、自分の目指す道を見据え励んでいくことを願

います。 

土井 昭穂（福知山市立成和中学校出身・美術部） 

千葉大学文学部 合格 

 

 

遠距離通学のススメ –福高生の時間活用術- 

舞鶴市からの入学生が僕１人だったということや、意

識の高い人ばかりでついていけるかどうかということで

入学当初は心配でした。しかし、入学して、改めて、大

学受験を見据えて高校を選ぶ際に一番大事なことは、

学校やクラスの雰囲気だということがわかりました。自

分と同じように高い目標を持った人が身近にいるのと

そうでないのとでは、かなり大きな違いがあります。 

遠方からの電車通学についてですが、心配は要らな

いと思います。僕の場合は片道で４５分程度かかりま

したが、逆にこれくらいまとまった時間があると、勉強し

たり本を読んだりして、有効に活用することができまし

た。家でしかできないこと、電車のなかでもできることを

整理すれば、電車で過ごす時間を１日の学習時間の

スケジュールに組み込むことができると思います。 

舞鶴市に住んでいる僕にとって、福知山高校は遠距

離通学となりましたが、時間をかけて通学するだけの

価値があったと思います。これだけの刺激を受けること

ができる学校は少ないと思います。 

中川 陽介（舞鶴市立青葉中学校出身） 

慶應義塾大学法学部 合格 

福高の雰囲気 

福高は、とても素晴らしい仲間が集まっていて、何に

対しても「みんなで」「全力で」やる高校です。クラスみ

んなが集中して受ける授業の雰囲気は、ピンとしてか

なりいいですよ。頑張るのは一人じゃないんです。みん

なが頑張っていると、自然と辛い勉強へのやる気も出

てくるのです。そして頑張っていると、先生方や友達、

家族が応援してくれます。勉強は一人でするもののよ

うで、実は一人でするものではありません。ですから、

勉強に不安を持っている人も大丈夫、やる気さえあれ

ば必ずやっていけます！ 

これは大学受験でも同じです。私はどれだけクラス

の人や先生方にお世話になったかわかりません。また、

家族なんて迷惑しかかけてないのに最後まで応援して

くれました。受験に成功する人は、勉強ができるだけで

なく、周囲への感謝を忘れない人なのではないかと感

じました。 

西邑 凪紗（福知山市立南陵中学校出身） 

神戸大学発達科学部 合格 

 

 

 

福高の先生＆仲間 

先生方は、受験の知識を

全て生徒に伝授してくださり、

生徒以上に生徒の進路に

ついて考えてくれましたし、

親身になって相談にものっ

てくれました。そして、同じよ

うな目標をもつ仲間の存在は本当に大きいです。ほと

んどの人が進学する福高では、大学進学という同じ目

標をもつ同学年は共に戦っていく仲間である一方で、

競い合うライバルです。勉強で理解できないことがあれ

ば、先生に質問する前にそういった仲間と教え合うこと

もできますし、その教え合いが学力向上にもつながり

ます。また、自分だけでなく頑張っている周りの人の姿

がすぐ近くにあることで勇気づけられ、常に学習意欲を

もつことができるといった精神的な支えにもなってくれ

ます。このような仲間をつくることができるのは、福高

が他の高校に優るところだと思います。 

石原 壮希（福知山市立日新中学校出身・野球部） 

京都教育大学教育学部 合格 


